
いわきのいわきのいわきのいわきの里里里里だよりだよりだよりだより

基 本 理 念

１．私達は、利用者の皆様の尊厳

を保障し、お一人お一人が最

期まで輝き続け「よりよき老

後」をお過ごしいただけるよ

う支援します。

１．地域の皆様の拠り所として信

頼され、発展し続ける施設を

目指します。
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行事予定（平成２６年度）
好

間

町

商

工

会

で

は

、

「

地

域

の

明

る

く

健

康

的

な

街

づ

く

り

及

び

美

観

・

防

犯

を

兼

ね

備

え

た

総

合

的

イ

メ

ー

ジ

ア

ッ

プ

並

び

に

活

性

化

を

図

る

」

こ

と

を

目

的

に

、

平

成

三

年

か

ら

街

路

灯

の

設

置

・

維

持

管

理

活

動

が

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

地

域

密

着

型

施

設

の

い

わ

き

の

里

で

は

、

施

設

の

運

営

以

外

の

面

で

も

好

間

地

区

の

発

展

に

寄

与

で

き

る

よ

う

、

旧

四

十

九

号

線

沿

線

の

二

箇

所

（

カ

ラ

オ

ケ

ま

ね

き

ね

こ

前

・

一

二

三

屋

前

）

の

街

路

灯

に

広

告

看

板

を

設

置

し

ま

し

た

。

街

路

灯

広

告

［平成２６年］

4月 お花見

5月 子供の日（端午の節句）

避難訓練

6月 花菖蒲見学

7月 七夕飾り作成

七夕見学

8月 いわきおどり参加

いわきまつり見学

9月 いわきの里まつり

お月見

10月 芋煮会

避難訓練

11月 紅葉狩り

12月 クリスマス会

［平成２７年］

1月 お正月

2月 節分

3月 ひなまつり（桃の節句）

※ 随時、お誕生会も開催します。

お楽しみに！！

いわきの里だよりいわきの里だよりいわきの里だよりいわきの里だより 第第第第５５５５号号号号 （４）（４）（４）（４）

今

年

も

新

卒

の

新

し

い

仲

間

が

入

職

し

ま

し

た

。

「

毎

日

が

初

め

て

の

経

験

と

発

見

の

連

続

で

す

が

、

ご

利

用

者

様

に

よ

り

良

い

介

護

・

介

助

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

で

き

る

よ

う

に

、

一

日

も

早

く

一

人

前

の

介

護

職

に

な

れ

る

よ

う

笑

顔

で

頑

張

り

ま

す

。

」

と

の

抱

負

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

ど

う

ぞ

宜

し

く

お

願

い

し

ま

す

。

新

入

職

員

紹

介

編

集

後

記

◆

常

光

サ

ー

ビ

ス

株

式

会

社

様

よ

り

、

車

椅

子

を

ご

寄

贈

い

た

だ

き

ま

し

た

。

今

後

、

施

設

内

で

活

用

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

◆

い

わ

き

の

里

で

は

、

施

設

の

見

学

・

入

所

の

ご

相

談

を

随

時

受

け

付

け

て

い

ま

す

。

お

気

軽

に

ご

相

談

下

さ

い

。

［

電

話

］

（

代

表

）

◆

い

わ

き

の

里

の

最

新

情

報

は

、

左

記

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

ア

ド

レ

ス

で

ご

覧

い

い

た

だ

け

ま

す

。

ブ

ロ

グ

も

併

せ

て

ご

ご

覧

下

さ

い

。

［

ア

ド

レ

ス

］

h
t
t
p
:
/
/
i
w
a
k
i
n
o
s
a
t
o
.
j
p
/

「

い

わ

き

の

里

だ

よ

り

」

第

５

号

を

お

届

け

し

ま

す

。

早

い

も

の

で

、

創

刊

号

発

行

か

ら

一

年

に

な

ろ

う

と

し

て

い

ま

す

。

ご

利

用

者

様

を

は

じ

め

、

皆

様

か

ら

の

温

か

い

ご

声

援

・

ご

協

力

に

よ

り

、

こ

こ

ま

で

辿

り

着

く

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

今

後

も

、

施

設

の

最

新

情

報

を

タ

イ

ム

リ

ー

に

お

届

け

で

き

る

よ

う

、

ス

タ

ッ

フ

一

同

努

力

し

て

参

り

ま

す

の

で

宜

し

く

お

願

い

し

ま

す

。

編

集

担

当

：

吉

田

・

若

松

・

山

﨑

施

設

か

ら

の

お

知

ら

せ

0
2
4
6
-
3
6
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6
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セ

ラ

ピ

ー

担

当

紹

介

セ

ラ

ピ

ー

(

癒

し

)

担

当

の

「

ラ

ン

」

で

す

。

ご

利

用

者

様

の

笑

顔

を

求

め

て

今

日

も

頑

張

り

ま

す

。

ヨ

ロ

シ

ク

！

セラピー担当

ランちゃん

理

事

長

の

ひ

と

り

言

・

・

・

私

は

季

節

の

中

で

春

が

一

番

好

き

で

す

。

水

仙

や

木

蓮

・

桃

の

花

、

そ

し

て

桜

と

沢

山

の

花

が

咲

き

乱

れ

ま

す

。

山

々

の

木

々

も

様

々

な

新

芽

で

彩

ら

れ

、

心

が

と

て

も

す

が

す

が

し

い

気

持

ち

に

な

り

ま

す

。

と

こ

ろ

で

、

我

が

家

で

は

、

昨

年

十

二

月

か

ら

メ

キ

シ

コ

人

の

留

学

生

を

お

預

か

り

し

て

い

ま

す

。

日

本

の

桜

が

好

き

ら

し

く

、

一

緒

に

い

ろ

ん

な

場

所

の

桜

や

花

を

見

に

行

き

ま

し

た

。

残

念

な

が

ら

、

原

発

事

故

で

夜

ノ

森

の

素

晴

ら

し

い

桜

並

木

は

見

る

こ

と

が

出

来

ま

せ

ん

が

、

ま

だ

ま

だ

福

島

に

は

美

し

い

花

の

見

所

が

沢

山

あ

り

ま

す

ね

！

花

は

心

を

和

ま

せ

ま

す

。

介護職

すずき まゆき

鈴木 真由希

（H26.4.1入職）

介護職

ごとう まい

後藤 舞

（H26.4.1入職）

地域密着型特別養護老人ホーム サンシャインよしま

ショートステイよしま

小規模多機能型つどい
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事

業

所

の

取

り

組

み

知

っ

て

い

る

と

得

す

る

・

・

・

医

療

・

介

護

・

福

祉

用

語

の

解

説

◆

在

宅

介

護

介

護

が

必

要

な

高

齢

者

や

障

害

者

等

に

対

し

て

、

住

み

慣

れ

た

自

宅

で

介

護

を

す

る

こ

と

で

す

。

介

護

保

険

で

は

、

各

種

の

在

宅

サ

ー

ビ

ス

が

利

用

で

き

ま

す

。

ま

た

、

住

宅

型

有

料

老

人

ホ

ー

ム

や

サ

ー

ビ

ス

付

き

高

齢

者

向

け

住

宅

等

の

自

宅

以

外

で

も

、

外

部

の

介

護

サ

ー

ビ

ス

を

利

用

す

る

場

合

も

在

宅

介

護

と

な

り

ま

す

。

在

宅

介

護

サ

ー

ビ

ス

を

受

け

る

場

合

、

要

介

護

・

要

支

援

の

認

定

を

受

け

て

い

れ

ば

介

護

保

険

の

給

付

対

象

と

な

り

ま

す

。

◆

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

施

設

内

で

入

浴

・

食

事

・

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

・

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

・

家

族

対

象

の

介

護

講

習

会

等

の

日

常

生

活

を

サ

ポ

ー

ト

す

る

サ

ー

ビ

ス

を

行

う

こ

と

で

す

。

自

力

で

日

常

生

活

を

送

る

こ

と

が

難

し

い

心

身

障

害

者

や

高

齢

者

が

対

象

に

な

り

ま

す

。

◆

訪

問

介

護

サ

ー

ビ

ス

利

用

者

の

自

宅

を

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

が

訪

問

し

て

、

介

護

や

家

事

な

ど

身

の

回

り

の

世

話

を

す

る

こ

と

で

す

。

介

護

保

険

制

度

の

居

宅

サ

ー

ビ

ス

の

一

つ

に

な

っ

て

い

ま

す

。

◆

厨

房

紹

介

「

い

わ

き

の

里

」

開

所

以

来

、

食

事

を

提

供

し

て

い

ま

す

(

株

)

レ

パ

ス

ト

で

す

。

病

気

の

方

に

も

安

心

し

て

食

べ

て

い

た

だ

け

る

療

養

食

、

歯

の

無

い

方

や

嚥

下

の

悪

い

方

へ

の

ソ

フ

ト

食

、

手

作

り

の

誕

生

日

ケ

ー

キ

や

赤

飯

の

「

お

も

て

な

し

！

」

も

提

供

し

て

い

ま

す

。

◆

い

わ

き

の

里

褥

瘡

･

感

染

症

対

策

委

員

会

の

「

褥

瘡

予

防

」

へ

の

取

り

組

み

褥

瘡

と

は

一

般

に

床

ず

れ

と

言

わ

れ

る

も

の

で

す

。

高

齢

化

と

病

状

の

進

行

等

介

護

度

が

上

が

る

に

つ

れ

、

思

う

よ

う

に

体

を

動

か

す

こ

と

が

で

き

ず

、

褥

瘡

に

な

り

や

す

い

環

境

要

因

が

整

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

職

員

の

チ

ー

ム

ワ

ー

ク

に

よ

り

個

別

ケ

ア

の

支

援

に

努

め

て

い

ま

す

。

個

々

の

生

活

の

リ

ズ

ム

を

把

握

し

て

、

体

位

変

換

を

行

い

、

常

々

皮

膚

の

清

潔

保

持

に

気

を

配

り

、

入

浴

時

の

皮

膚

観

察

・

確

認

・

処

置

を

行

い

、

栄

養

量

の

確

保

に

努

め

、

ご

利

用

者

様

の

Ｑ

Ｏ

Ｌ

の

向

上

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

食

事

か

ら

の

ア

プ

ロ

ー

チ

と

し

て

、

褥

瘡

の

予

防

と

治

療

に

は

、

十

分

な

エ

ネ

ル

ギ

ー

と

栄

養

素

が

必

要

で

、

栄

養

管

理

さ

れ

た

提

供

食

事

を

残

さ

ず

食

べ

る

こ

と

は

必

要

な

エ

ネ

ル

ギ

ー

と

栄

養

素

の

摂

取

に

な

り

ま

す

。

管

理

栄

養

士

か

ら

の

お

知

ら

せ

いわきの里だよりいわきの里だよりいわきの里だよりいわきの里だより 第５号第５号第５号第５号 （２）（２）（２）（２）

春といえば「お花見」。今年もいわきの名所では見事な桜が咲いています。

桜には人の心を和ませる効果があると言われています。

今年は、小川諏訪神社、平中央公園、閼伽井嶽（あかいだけ）薬師常福寺、２１世紀の森公園の桜を見てきました。

天気にも恵まれ、特製の「花見弁当」も登場し、暖かな春の日差しを受けての満開の桜は、ご利用者様の思い出に残るお花

見になったことと思います。

いわきの里だよりいわきの里だよりいわきの里だよりいわきの里だより（（（（３３３３）））） 第５号第５号第５号第５号

◆

小

規

模

多

機

能

型

つ

ど

い

「

小

規

模

多

機

能

型

つ

ど

い

」

で

は

、

介

護

・

支

援

が

必

要

な

方

に

、

適

正

な

小

規

模

多

機

能

型

居

宅

介

護

が

提

供

で

き

る

よ

う

、

「

通

い

・

宿

泊

・

訪

問

」

の

サ

ー

ビ

ス

を

行

っ

て

い

ま

す

。

家

庭

的

な

環

境

と

地

域

住

民

と

の

交

流

の

下

で

、

日

常

生

活

の

お

世

話

や

機

能

訓

練

を

行

う

こ

と

で

、

居

宅

に

お

け

る

自

立

し

た

日

常

生

活

を

営

む

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

し

ま

す

。

送

迎

・

食

事

・

入

浴

・

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

と

、

専

属

の

ケ

ア

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

が

、

ご

利

用

者

様

お

一

人

お

一

人

の

心

身

の

状

況

や

ご

希

望

を

考

慮

し

、

ご

自

宅

で

の

生

活

環

境

等

を

踏

ま

え

た

介

護

計

画

を

立

て

、

住

み

慣

れ

た

地

域

で

の

生

活

が

継

続

し

て

で

き

る

よ

う

全

面

的

に

支

援

し

ま

す

。

訪

問

で

は

、

ご

要

望

に

よ

り

、

お

弁

当

の

配

達

、

ご

自

宅

の

生

活

空

間

（

部

屋

・

風

呂

・

ト

イ

レ

等

）

の

掃

除

、

お

一

人

世

帯

等

で

通

院

が

で

き

な

い

方

の

通

院

介

助

等

も

行

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

介

護

保

険

事

業

と

し

て

、

福

祉

用

具

手

配

・

住

宅

改

修

代

理

申

請

等

も

行

っ

て

い

ま

す

。

ご

不

明

な

点

は

、

お

気

軽

に

ご

相

談

下

さ

い

。

詳

細

は

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

か

ら

も

ご

覧

い

た

だ

け

ま

す

。

［

利

用

定

員

］

二

十

五

名

ま

で

接

遇

委

員

会

か

ら

の

お

知

ら

せ

接

遇

と

は

「

相

手

に

対

し

て

、

お

も

て

な

し

を

す

る

心

の

表

現

」

で

す

。

い

わ

き

の

里

で

は

、

こ

の

基

本

を

忘

れ

ず

心

の

こ

も

っ

た

応

対

を

心

掛

け

て

い

ま

す

。

ご

利

用

者

様

・

ご

家

族

様

へ

の

応

対

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

と

、

電

話

・

接

客

マ

ナ

ー

等

、

職

員

全

員

が

常

に

初

心

を

忘

れ

ず

に

積

極

的

な

応

対

が

で

き

る

よ

う

に

努

力

し

ま

す

。

［

各

月

の

目

標

］

◆

四

月

・

五

月

「

あ

い

さ

つ

美

人

」

◆

六

月

「

言

葉

美

人

」

栄

養

素

の

中

で

も

、

タ

ン

パ

ク

質

・

亜

鉛

・

鉄

・

銅

・

カ

ル

シ

ウ

ム

・

ビ

タ

ミ

ン

Ａ

・

ビ

タ

ミ

ン

Ｃ

・

ビ

タ

ミ

ン

Ｅ

・

ア

ル

ギ

ニ

ン

等

が

重

要

で

す

。

切り干し大根煮 カボチャ煮

ひじき煮 かつ煮

じ

ょ

く

そ

う

いくつになっても嬉しい「誕生日」。

同じユニットの皆さんと一緒に、歌とサプライズの手作り

ケーキでお祝いをしました。

今年も「豆まき」と「勝負」の季節がやってきました。

まだ勝ち星のない鬼たちは、メンバーを増やして挑戦しま

したが、今年もご利用者様が勝利しました。

今年のひなまつりは、豪華な七段雛飾りが登場しました。

お雛さまの穏やかな表情は、いくつになっても心が癒され

る光景です。

特製ちらし寿司と甘酒・さくら餅で、桃の節句を存分に味

わっていただきました。


